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平成２８年度第３回大和市福祉有償運送運営協議会 会議録 

 

■日 時：平成２９年２月１６日（木） １４：３０～１５：３０ 

■場 所：大和市役所第２分庁舎 ２階 会議室 

■参加： 

［出席委員］９名 

滝本委員、鈴木委員、石井委員、下河辺委員、髙橋委員、渡辺委員、羽深委員、北島

委員、内田委員 

（表決書での参加委員）三上委員 

［欠席委員］１名 

天野委員 

 

［事 務 局］ 

健康福祉部長：五ノ井 

健康福祉部次長：坂本 

健康福祉総務課長：小林 

地域福祉担当：民實（係長）、玉田、加藤 

 

［申請者（団体）］ 

NPO法人 はあとけあ：安田法晃氏 

  

■次第： 

 １．開 会 

 ２．協議メンバー紹介 

３．福祉有償運送制度の概要及び運営協議会について 

４．会長、職務代理の選任 

５．議事 

   （１）特定非営利法人はあとけあの更新登録について 

   （２）特定非営利法人シニアネットワークさがみの更新登録について 

   （３）今後のスケジュール 

 ６．その他 

 ７．閉 会 
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１．開 会 

 【事務局より】 

・委員の任期（平成２８年１１月２０日～平成３０年１１月１９日）を確認。 

 ・過半数以上の出席者を確認し、協議会の成立を報告。 

  

２．協議メンバー紹介 

 ・改選後、初の会議開催であるため、委員の自己紹介。 

 

３．福祉有償運送制度の概要及び運営協議会について 

 ・資料を基に、事務局より福祉有償運送制度の概要及び運営協議会について説明。 

 

４．会長、職務代理の選任 

 ・要綱に基づき、委員の互選により鈴木委員を会長に選任。 

・鈴木会長より、石井委員を職務代理に指名。 

 ・鈴木会長よりあいさつ。 

 

５．議事 

＜協議事項＞ 

（１）特定非営利活動法人はあとけあの更新登録について 

 ・資料を基に、福祉有償運送の必要性、タクシー・福祉タクシーの台数及び公共交通

機関が行う移動制約者の輸送の状況、福祉タクシー利用助成交付状況、市内福祉有

償運送実施事業者の移送人員及び移送距離の実績を確認。また、自家用有償旅客運

送更新登録の申請に係る協議事項について、各項目に対してはあとけあの対応状況

に問題のないことを確認。 

 【主な意見・質疑内容】 

 ・初回の登録はいつか。 

 →平成２４年３月２７日であり、今回が２回目の更新登録である。（事務局回答） 

 ・平成２６年度の移送距離実績が減少しているのはなぜか。 

 →利用者による、近距離運送の要望が多かったため。（事業者回答） 

  

・会長より、本協議事項について協議メンバーの挙手による表決を実施。 

【表決】 

 議決：賛成 １０名（三上委員の表決書による承認を含む） 

     反対  ０名 

過半数の賛成が得られたため、協議事項（１）特定非営利活動法人はあとけあ（更 

新登録）については、協議が調った。 
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（２）特定非営利活動法人シニアネットワークさがみの更新登録について 

 ・資料を基に、福祉有償運送の必要性、タクシー・福祉タクシーの台数及び公共交通

機関が行う移動制約者の輸送の状況、福祉タクシー利用助成交付状況、市内福祉有

償運送実施事業者の移送人員及び移送距離の実績を確認。また、自家用有償旅客運

送更新登録の申請に係る協議事項について、各項目に対してシニアネットワークさ

がみの対応状況に問題のないことを確認。 

 ・意見、質疑等なし。 

 

・会長より、本協議事項について協議メンバーの挙手による表決を実施。 

【表決】 

 議決：賛成 １０名（三上委員の表決書による承認を含む） 

     反対  ０名 

過半数の賛成が得られたため、協議事項（２）特定非営利活動法人シニアネットワ 

ークさがみ（更新登録）については、協議が調った。 

 

（３）今後のスケジュール 

 ・事務局より、今後のスケジュールについて説明。平成２９年度の更新登録の案件は

ないため、対価の変更や新規登録等があれば随時開催することを説明。 

 

６．その他 

【意見交換】 

 ・精神障がい者等を輸送する際、安全確保のため、運転手の他に介助者を付けるケー

スがあるが、現在の対価設定では介助者に対して賃金を支払う余裕がない。 

 →精神障がい者の方を乗せる際は、運転手のみでは安全確保が難しい場合、ご家族に

同伴してもらうか、危険だと判断すれば断ることもある。 

 →介助者の同伴が必要なケースについては、運送の対価以外の対価として、運営協議  

会で承認されれば、利用者から対価を収受することができる。（事務局） 

・タクシーでは、研修等を実施して安全には細心の注意払っている。運転席と客席の

間にアクリル板を設置している車両もある。福祉有償運送においても、安全面に 

もっと力を入れる必要があるのではないか。 

 ・事業者同士で話し合いをする機会はあるのか。 

 →県主催の研修会等で顔を合わせる機会がある。（事務局） 

 

７．閉 会 

 ・石井職務代理より閉会の挨拶。終了。 

 

 

（記録：健康福祉部健康福祉総務課地域福祉担当 加藤） 


